
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特定非営利活動法人 バングラデシュと手をつなぐ会 

福岡市早良区西新５－４－２０ 

TEL＆FAX：０９２－８４４－１３６９ 

ホームページ：http://bangla.npgo.jp 

※「ミロン」は一つになる、手をつなぐという意味のベンガル語です 

特定非営利活動法人 バングラデシュと手をつなぐ会 

世
界
中
⍥ 

遊
⎦
⎢
子
供
⎡
⎊
⎇
⎛
⎚
⎌
⍦ 



milon 

 

現 地 で の 活 動 

国 内 で の 活 動 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

バングラデシュと手をつなぐ会では、現地ＮＧＯ「ションダニ･ションスタ」に毎年活動資金を提供し、 

相互のパートナーシップのもとに現地活動を支援しています。 

現地で「ションダニ・ションスタ」は、主に次のような活動をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ジャパニ小学校の建設とその後の運営支援～“みんなのための教育”を！ 

② 貧しくて学校へ行けない子どものために奨学金制度の実施 

③ 就学に必要な費用を得るための支援として仔牛の奨学金プロジェクトの実施 

④ ションダニ・スクール（小・中・高校）の建設・運営～“質のよい教育”を！ 

教 育 

 

① 妊婦健診や出産、産後のフォロー、一般診療を行うションダニ病院の建設・運営 

② カラムディ村の近隣の村々にソーシャルワーカーが赴き巡回健診 

③ カラムディ村から遠い村にも拠点を置き定期的に出張診療（サテライト･クリニック） 

④ 医療設備の充実、緊急患者対応のための救急車の配備 

 

保健医療 

 

① 生活に必要な収入が得られるよう支援する肉牛貸し出しプロジェクト 

② 村の女性を対象に、足踏みミシンの職業訓練 

 

生活向上 

① 総会（毎年５月）、理事会（毎月２回）、事務局による活動方針の決定や運営 

② 会報誌『ミロン』を年４回発行 

③ 現地訪問・スタディツアーの実施、報告会開催、報告書作成 

④ 学習会、バングラ料理教室、チャリティコンサート、チャリティバザーの開催 

⑤ 出張講師や各種イベントでのブース出展などにより、活動紹介などを行う 

 

 ◆ アジアの子どもたちの未来のために ◆ 

皆様方のご理解とご協力、いつもありがとうございます。 

バングラデシュと手をつなぐ会 
バングラデシュ西部のメヘルプール県・カラムディ村やその周辺地域で、 

現地の村人による開発のための委員会「ションダニ・ションスタ」と協力して 

《教育》 《保健医療》 《生活向上》 の分野で協力活動を行っています。 

 

これら現地の活動は、関心を寄せてくださる多くの方々のご理解とご協力によって支えられています。 

そのような支援の輪をより広げるため、国内では次のような活動を行っています。 
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安全なお産と女性の自立を！ 看護学校建設にご協力を 
 

東日本大震災は、私たちにいろんな課題をなげかけています。多くの命が失われた、とい

うだけではなく、これからの私たちのあり方を考えざるを得ない状況を提示しました。私た

ちとは、日本や日本人としてというだけではなく、NGOとして、あるいは一人の人間として、

という意味を含めて。 

 

その中で、「看護学校建設プロジェクト」が始まります。会の活動の中でも、これまでにな

い大掛かりなプロジェクトになります。現在の会の力だけでは不十分で、多くの方の協力を

呼びかけていくつもりです。会員、協力会員、募金協力の方々を始め、様々なイベント参加

者や、特に今回は医療・看護の関係者・関係機関に協力を呼びかけて行きたいと考えていま

す。現地では、看護学校の設計に取りかかっています。同時に政府との交渉など様々な課題

が浮かび上がってきています。会ではプロジェクトチームを作って計画を練っています。 

『安全なお産と女性の自立』が看護学校建設のスローガンです。このスローガンを掲げて、

会の全力を挙げて進んで行きたいと思います。皆さんのご協力を心からお願いする次第です。 

（バングラデシュと手をつなぐ会 代表  二ノ坂 保喜） 

 

ミロン 126号 ～目次～ ページ 

あいさつ、目次 1 

 招聘事業（バングラデシュからシウリさんがやってきた、やぁやぁやぁ） 2-3 

 カラムディ村便り 4 

  イベント報告  

五ケ山コンサート          

日佐中学校平和学習 

さわら地域チャリティ・イベント   

現地訪問報告会 

緑水館総合看護学科での活動報告   

地球市民どんたく 

ＮＧＯカレッジでの講演       

講演「外国人の人権」 

バングラデシュ写真展示会      

東日本大震災チャリティコンサート（和水診療クリニック） 

5-7 

 ボラタン生、来たる！  7 

会計報告、これからの行事予定、事務所便り 8 

 イベント告知 9 
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バングラデシュ NGOスタッフ招聘交流事業 実施報告 

 
 
平成 23 年 10 月 12 日～25 日の 2 週間にわたり、「ションダニ・ションスタ」からスタッフ 1 名

を招聘し日本で交流の機会を持ちました。 
 今回来日したソーシャルワーカーのシウリさんは、下のスケジュールを見ても分かるとおり、

多くのところを訪れ、たくさんのことを経験しました。その間、さまざまなことを感じ、学び、

大いに刺激を受けたことと思います。人生初めての飛行機、同じく初めての海外渡航にたったひ

とりで挑み、慣れない日本での生活（特に食生活の面ではずいぶん苦労があったようです）の中

にあっても連日ハードなスケジュールを頑張ってこなしていました。また、帰国してからも、カ

ラムディ村に到着したその日のうちに、さっそくションダニの仲間たちに報告会をしたそうです。

なんともパワフル！かつ責任感の強さを感じますね。 
 今回の来日を機に、手をつなぐ会とションダニの相互理解は深まることでしょう。また、来日

中に手をつなぐ会関係者とシウリさんそれぞれが得たものは、現地でのこれからの活動に反映さ

れることでしょう。今後ますますの活動の広がりにぜひご期待ください。 
 
平成 23 年 10 月 12 日（水）     福岡空港到着、関係者数人でお出迎え。 

 
「私一人で行く事ができるのかと事務局長に言われたけれど、

一人で行っている人もいるし、日本に着いたらサポートして

くれる人もいるから大丈夫だと思っていた。ただ、やはり心

配で、安全に着くかどうかで頭が一杯だった。今はどうやっ

て着いたかが不思議」（シウリさん談） 

 
13 日（木）～22 日（土） 
・医療関連（にのさかクリニック、博多高等学校看護科・看護専攻科） 
・社会福祉関連（認知症対応デイサービス「天神オアシスクラブ」、障害者支援施設「さるびあ会」 

グループホーム「さわやかテラス」、穂波公民館） 
・教育関連（福岡市立東箱崎小学校、福岡市立箱崎中学校、飯塚市立楽市小学校、 

夢みるこども基金） 
・文化施設（太宰府、長崎の原爆資料館や大浦天主堂など） 
・地域イベント（さわら地域チャリティ・イベント コンサート＆バザー、 

東箱崎公民館の国際交流イベント キッチンワールド） 
 
★にのさかクリニックの健康教室で講話をした中で、ソ

ーシャルワーカーの仕事を「医療と村人をつなぐコミュ

ニケーション」と表現。“地域に根ざした医療”を掲げ

るションダニ病院において、その中でも一番村人に近い

存在として働くシウリさんの想いが伝わってきます。 

 
箱崎中学校の保健室を見学し、その役割など聞いて 

「以前はションダニ・ションスタでも学校に行って 

いたが、今は人手が足りず行けずにいる。 

行った方がほうがいいと思う」（シウリさん談） 
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★楽市小学校では、子供たちから「バングラデシュはどんなところですか、

人口はどれくらいですか、仕事で最も大変なことはなんですか、好きな食べ

物はなんですか、毎日の楽しみはなんですか…」など、黒板に書ききれない

ほどたくさんの質問が飛び、活発な交流ができました。 

 
23 日（日）、24 日（月）  カラムディ村までの長旅に備え、しばし休息。 
25 日（火）        福岡空港出発→→→日付が変わってから、ようやくダッカに到着 
 
 この事業、本来は 2 名の来日を予定していたのですが、うち 1 名は残念ながらビザの関係で急

遽来日できなくなってしまいました。楽しみに待っていてくださった皆さん、本当にごめんなさ

い。また、スケジュール変更などで各方面にご迷惑もおかけしたかと思いますが、多くの方々の

ご理解により柔軟にご対応いただいて、なんとか無事に事業を実施することができました。ご協

力、本当にありがとうございました。 
 

日本での研修旅行を終えて 
アベダ スルタナ シユリ （ソーシャル・ワーカー） 

 小中学生の頃、日本は太陽が昇る国と学んだことがあります。また先進国の一つであると知っ

ていました。毎年日本人が私たちの学校を訪問しており、日本人と接触する機会も増え、一度日

本に行ってみたいと夢見ていました。そしてその夢が叶ったのはションダニのソーシャル・ワー

カーになったからです。 
 手をつなぐ会の招待で 2 人が訪日する予定

でした。しかしションダニ・スクールの副校長

にビザが下りなく、私の頭の中は真っ白になり

ました。どうしようか迷いました。しかし周り

の人々に励まされ、ついに日本に行くことにし

ました。私はダッカまで数回行ったことはあり

ますが、それも一人でではなく、誰かについて

いったのです。海外に行ったこともないし、飛

行機に乗ったこともありません。ダッカを出る

時に私の人生の新しいページが開くことになりました。福岡に到着後、大勢の方々に歓迎され、

沢山のことを勉強しました。そのいくつかを紹介します。 
 二ノ坂さんのクリニックを訪問し、また在宅患者さんの家に同行させてもらいました。薬だけ

ではなく、家族の温もりで患者さんがどうやって過ごしているか、また患者さん・家族と医療従

事者、この 3 者の連携の重要性について学びました。長崎を訪問しました。記念館で沢山の写真

を見て当時の状況を想像し、涙が出そうでした。しかしその破壊された街が今完全に復興され、

モダンな街になっています。市民の努力、行政の政策などが背景にあるのでしょう。またいくつ

かの学校を訪問しました。学生や先生達、また地域住民の協力がとても印象に残りました。学校

の保健室を見ました。学校側がどんなに生徒の健康管理に力を注いでいるかが勉強になりました。

仕事に対する取り組み、身の回りの掃除・清潔に関して気持ちを改めました。 
 村に戻り、ションダニのスタッフに日本で見てきたことを報告し、また巡回検診やサテライト

クリニックで村人に私の体験について話をしています。今までと違って、皆は私を別の目で見る

ようになり、私の話を熱心に聞くようになりました。 
 最後に、私にこのような機会を与えてくださった皆さんに心から感謝しています。 
 



milon 

－4－ 

 
 

理事 ラフマン モクレスール 
今回はジャパニ小学校の夏訪問以来の現状について触れる。長年、ションダニの運営委員会と

ジャパニ小学校の運営委員会（PTA）や先生たちの間に意見の対立があり、協力関係は遠ざかっ

ていた。結局子どもたちが犠牲になった。ジャパニ小学校建設当時の 4 人の教員の 3 人は定年退

職、1 人は昨年他界した。教育委員会から 2 人の女教師が採用され、政府から給料をもらって働

いている。しかし小学校の 6 学年（小学校入学前の生徒のクラスを含む）220 人の生徒を対象に

2 人の教員で教育活動をするのは到底不可能。ションダニにこの問題を解決するために協力して

ほしいとの依頼があった。ションダニはとりあえず 3 人の教員を派遣することを決め、今年 9 月

半ばにカラムディ村出身の 3 人の若者が就任した。彼らはその後どのような活動をしているか、

また学校環境がどのように変わっているかを一人の教員が代表でレポートを送ってくれた。 
 
① 学校清掃：毎日放課後、教室を掃除する。毎週木曜日、職員や全

生徒合わせて教室内外の清掃活動を行っている。そのことにより、

みんなは気持ちよく教室で勉強ができ、学校に長くいる雰囲気が

できた。そのほか、定期的に生徒の爪切りや歯磨きの指導を行っ

ている。 
② 家庭訪問：中途退学者防止のために、連続 2、3 日間欠席した生徒

の家庭を訪問し、欠席理由を尋ね、保護者と相談し、休まず生徒

が学校に通う環境を作ることに努力している。 
③ 教員の朝礼：毎朝 9:15 に朝礼を行っている。

互いの状況について意見交換をする。またその

日の予定や計画を確認する。このことによって

学校の業務遂行がとてもしやすくなり、お互い

に責任を持つようになった。 
④ 生徒の朝の会：教員朝礼後に校庭に生徒を集め、

国歌斉唱やその日の予定について伝達する。こ

のことで生徒の遅刻が減り、みんな一緒に授業

に入ることができるようになった。 
⑤ 質向上対策：生徒の質を高めるために定期的に小テストを導入した。生徒はそれぞれ自分

の能力について理解し、もっと頑張る気持が高まっている。 
 

これからもこのような活動を継続し、与えられた責務を果たし、村の発展に一層努力したいと

思っている。 
 ションダニとしても手をつなぐ会としても彼らの活動に期待している。できるだけ支援して

いきたいと思っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪TOPIC≫ 
12月 16日はバングラデシュにとって、とても記念すべき日である。 

1971年 3月 26日に始まったバングラデシュの独立戦争は、9ヶ月間で 300万人が犠牲に

なり、国内外で 1000万人が難民になり、12月 16日にパキスタン司令官が降参し、終戦を

迎えた。その結果、東パキスタンが正式にバングラデシュとなり、現在の独立国家となったの

である。 

日本政府はいち早くバングラデシュを承認し、外交関係を結んだ。 

◇ 日本政府によるバングラデシュ承認：1972年 2月 10日 

◇ 東京駐在バングラデシュ大使館開設：1972年 3月 3日 

◇ ダッカ駐在日本大使館開設：1972年 7月 1日 

草むしり、みんなですれば楽しいな。 

教室も 

きれいがいいに 

決まってる 
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イベント報告！ ＝いろんなイベント、活動がありました＝ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五ヵ山コンサート                         (会員 佐藤) 

五ヵ山豆腐店にてオカリナ・コンサートが行われました。晴天の中、山々にオカリナの音色が美

しく響き、何とも幸福な一時を味わいました。来場者も約 150 名あり。五ヵ山でしか味わえないお

豆腐や焼きたてパンに舌鼓を打ちつつ、仕事から離れた非日常的な空間をのびのびと過ごしました。 

さわら地域チャリティ・イベント 

（コンサート＆バザー） 
（会員 市田） 

第 1 回「さわら地域チャリティ・イベント」

がさわら地域チャリティ・イベント実行委員会

主催により開催されました。震災支援やバング

ラデシュへの支援、地域医療や社会福祉の推進、

地域に根ざす運動としてすすめました。 
初めての試みで難題もありましたが、晴天の

当日は、コンサート広場、バザー広場の 2 会場

があふれんばかりの来場者で大盛会でした。 
㈱丸福運送様、18 の福祉団体にもご協力いた

だきました。ありがとうございました。 
次回は、2012 年 3 月 25 日（日）開催予定です。 

曰佐中学校平和学習にて                （代表 二ノ坂 保喜） 

日佐（おさ）中学校で、「バングラデシュとの 20 年」について全校生徒 400 人に話をしました。

この日は、「平和学習」として各学年が自分たちで学んだことを発表、歌や芝居などの工夫にも感動

しました。 
その後に「バングラデシュとの 20 年」と題して講演しました。バングラデシュはどこにあるの

か、から始まって「バングラは貧しい国か？豊かな国か？」と投げかけました。多くの生徒が、貧

しい国という先入観でみていましたが、ダッカの繁華街の写真を見たり、また村の人々や NGO の

活動を紹介、自分たちの暮らしを自分たちで向上させる努力をみながら、本当の豊かさとは何か、

と考えてもらいました。私たちにできることは、「世界を知ること」「自分で考え、学ぶこと」そし

て「国内の活動に参加すること」を提案しました。 
終了後の感想では、貧しい国と思っていた、豊かさ・貧しさとは何かを考えさせられた、といっ

た言葉が聞かれました。 

現地訪問報告会                          (会員 佐藤) 

にのさかクリニックにて今年の現地訪問報告会が行われました。訪問団には医療関係者が多かっ

たので、ションダニ病院の取組みについて、様々な視点から専門的な意見を聞くことができました。

現地の文化を肌で感じ、カラムディ村の様子を体験することで得た知識を、皆さん生き生きと語っ

てくれました。約 20 名の参加があり、報告会の後は懇親会を開きました。牟田さんからバングラ

を思い作った歌が披露され、堀さん、ニノ坂代表のオカリナ演奏もあり、心安らぐ時間を過ごす

ことができました。 

9/23 

10/30 

9/27 

10/16 
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地球市民どんたく    (会員 佐藤) 

アクロス福岡 2 階の交流ギャラリーにて「地球市民

どんたく 2011～世界と日本を愛でつむぐ」が行われ

ました。朝から土砂降りの雨でしたが、多くの人が足

を運んでくださいました。団体ごとに出されたクイズ

に答えて、景品をもらうという企画もあり、気軽にバ

ングラ雑学を来場者と話すことができました。 

バングラデシュ写真展示会               (会員 佐藤) 

桂川王塚古墳館にてバングラデシュの写真展示会が行われました。(共催：田牧絵画クラブ会員) 
2011 年度現地訪問にて撮られた写真、 

約 200 枚と民族服、水彩画を展示。 
現地の様子を写真と、写真に添えられた 

文章で分かりやすく知ることができました。 
パネルを作成して頂いた牟田さん、また 

協力して頂いた田牧絵画クラブの皆さん、 
ありがとうございました！ 
 

NGO カレッジ          (理事 矢野) 

九州大学西新プラザにてNGOカレッジが行われ 
講演をおこないました。 国際協力に関わる学生の 
活動、仕事をしながら携わる NGO 活動、外務省職 
員とさまざまな立場からどう世界の問題に取り組 
むかのディスカッションがありました。手をつなぐ

会からはバングラデシュと日本での活動紹介を中 
心に話しました。高校生からご年配の方まで 40 人の参加者があり、活発な議論が展開され、関心

の高さが伺えました。 

緑生館総合看護学科での活動報告（理事 ラフマンモクレスール） 

鳥栖市内にある緑生館総合看護学科 40 名の学生に対し、会の活動を紹介した。学生のほとんど

は準看護師の免許を持っており、正看の免許を取るために勉強している。したがって年齢も 20 代

から 40 代にわたり、また男子学生も 3 分の１在籍していた。それぞれの関心度が違い、授業終了

後に、もっと知りたくて講師室に尋ねに来た人もいた。 

講演「外国人の人権」              (理事 ラフマン モクレスール) 

 福岡県人権啓発情報センター主催の「外国人の人権」をテーマに講演をした。参加者は 20 数

名で、年も 30 代から 60 代まで。日本に今外国人はどれぐらい居るか、また日本は外国人を必要

としているのか、彼らはどのような生活しているのかについて基本的に話をした。最後に手をつ

なぐ会の活動に触れ、報告書やチラシなどを配り、一部センターに置いてきた。 

10/30、11/4 

11/6 

11/23 

11/26 

12/3～18 
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ボラタンとは、ボランティアとインターンシップを掛け合わせた言葉です。ＮＧＯ福岡ネットワー

ク（ＦＵＮＮ）主催の企画で、インターンシップより堅苦しくなく、ボランティアより責任感を持た

せるように、「ボラタン」と名付けられました。気軽にＮＧＯの活動に参加し国際協力活動への理解を

深めることが目的です。（活動期間：2011年 10 月～2012 年 2 月の予定。12月 22 日に中間報告会です） 

ボラタン生として 2 人の若者が当会に来てくれています。では 2 人の自己紹介を… 

 
みなさん、はじめまして。私は、現在、ボラタン生として会の活動に参加させていただいてい

る、西南学院大学法学部二年生の本田理恵と申します。 

私は長崎出身であり、祖父が被爆者ということもあって、幼い頃から熱心な平和教育を受けて

きました。その中では、平和の大切さを学ぶと共に、世界には未だに戦争や紛争そして貧困など

に苦しんでいる人々がたくさんいるということも学びました。そこで「そんな人々のために自分

も何かしたい」という思いを抱くようになったのが、私が国際協力に興味を持ったきっかけです。 

今回のボラタンという企画は、そんな私が実際に国際協力に携わる良い機会であると思い、参

加させていただくことにしました。また、私は現在、大学で国際人権法の研究室に入り、貧困問

題をテーマに人権について学んでいるのですが、そこで学んだことを実務に生かすこともできた

らいいなと思っています。正直、まだ自分自身、どのように会の活動に貢献できるのか分かりま

せんが、様々なイベントや活動に参加することで自分に出来ることを見つけて行きたいと思って

いますので、これからよろしくお願いします。               （本田 理恵） 

 

10 月からボラタン生として参加している

大学 1年生の福野真奈美です。一人暮らし

を始め今までどれだけの人に支えられてき

たかが身に染みてわかりました。そこで「今

までお世話になった人に間接的に恩返しを

したい」と思い、たまたま目についたボラ

タンに応募しこの会で働かせていただいて

る次第です。イベントのお手伝いなどをし

てみて、大学生活では出会えない方々（社

会人の方、外国人の方など）とお話でき、

刺激になります。同時に、バングラデシュについて何も知らずに応募した自分の浅はかさを思い

知りました。何も知らない身ですが、現地の方々の暮らしを知ると共に、これから自分に何が出

来るか考えていきたいです。よろしくお願いします！            （福野 真奈美） 

東日本大震災チャリティコンサート          （ボラタン生 本田） 

佐賀市大和町の和水心療クリニックで東日本大震災チャリティーコンサートが行われました。コ

ンサートには 70 名を超える方が来場し、大にぎわいでした。そこで、ラフマン氏がバングラデシ

ュの実情と手をつなぐ会を知ってもらうための講演をしました。また、ロビーでは手をつなぐ会の

ブースを設け、紅茶の試飲や民芸品の販売を行い、たくさんの方が募金や民芸品の購入をしてくだ

さいました。新たに賛助会員になってくださった方もおり、とても有意義なイベントになりました。

民芸品売り上げが 7,350 円、そして 5,110 円の募金を頂きました。ありがとうございました。 

12/10 

左から）本田さんと福野さんです。 



milon 

－8－ 

 

    会計報告 

新会員紹介（敬称略／順不同） 

・上野恭子 ・鮫島隆晃 ・早田和治 ・木村政伸 ・服部康冶 

募 金 者（敬称略／順不同） 

・栄屋食品（有）五ケ山豆腐店 ・五ケ山チャリテイコンサート会場募金箱（16,150円） 

・松田純子 ・富田桂子 ・にのさかクリニック募金箱 ・下田廣子 ・今給黎靖子  

・江崎好枝 ・内田美智子 ・小崎たか子 ・大賀久美子 ・堀哲也 ･須貝聡裕 ・小出和典  

・古木廣子 ・水山マサ子  ・緑川啓一 ・井手喜怒子 ・左藤修二 ・瀬角南  

・ラフマン・アザード ・庄崎恵子 ・二ノ坂保善 ・西田和子 ・杉園順代 ・川本嘉鶴子  

・さわら地域チャリティイベント会場収益金（122,863円） 

旅費のカンパ・その他（敬称略／順不同） 

・山下久代 ・吉川八重子 ・西田和子 ・ソロプチミスト福岡-北      （11月23日現在） 

＜ご報告＞ 

※10月に“よかとピア財団”より助成金をいただき招聘事業をおこないました。 
※秋のさわら地域チャリティイベントの収益金の半分は、東日本大震災活動資金としてＮＰＯ法人日

本ホスピス在宅ケア研究会に60,000円の送金をいたしました。 

 
 
 
 
 
 
     

これからの行事予定 

日付 内容 時間 場所 

12/26（月） 理事会＆忘年会 
19:30～理事会 

20:00～忘年会 
にのさかクリニック 

1/12（木） 理事会 19:30～ 西新事務所 

1/26（木） 理事会 19:30～ 西新事務所 

1/29（日） バングラデシュ料理教室 10:00～ あいれふ8階 調理室 

2/ 9（木） 理事会 19:30～ 西新事務所 

3/25（日） さわら地域チャリティイベント 12:00～ にのさかクリニック駐車場 

3/ 1（木） 理事会 19:30～ 西新事務所 

4/15（日） ボイシャキメラ （未定） （未定） 

 

    西新事務所便り 
 秋は招聘事業に、さわら地域チャリティ・イベント、現地訪問報告会、地球市民どんたくなど様々

なイベントでもりだくさんでした。多くの人にご協力をしていただき、大変感謝しております。一人

一人のその優しさが、この会を支えているのです。 
 今年もあっという間の一年でした。来年も「手をつなぐ会」をどうぞ宜しくお願いいたします。 
皆さんよいお年を！（佐藤） 

ミロン127号で緊急募金のお願いをいたしました。多くの方々より募金いただきまして誠にありがとう 

ございました。今後も引き続きご協力をお願いいたします。いつも皆様のご協力に感謝申し上げます。 

   又、秋のさわら地域チャリティイベントのために 多くの物品提供やお手伝いをしていただきまして 

厚く御礼申し上げます。今後ともご協力よろしくお願いいたします。       <会計:杉園> 
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